
は
じ
め
に

中
世
に
お
い
て
は
、
銭
貨
が
ほ
ぼ
単
一
の
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
た
。
し
か
し

一
五
世
紀
末
期
以
降
に
撰
銭
が
社
会
問
題
化
す
る
と
、
銭
貨
の
流
通
秩
序
は
動
揺
し

て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
六
世
紀
後
半
に
は
金
・
銀
・
米
が
新
た
に
貨
幣
と
し
て

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
の
三
貨
制
度
へ
の
道
筋
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た

(

�)

。米
に
つ
い
て
は
売
券
の
分
析
に
基
づ
き
、
土
地
取
引
に
お
い
て
一
五
六
〇
年
代
後

半
に
米
建
て
記
載
へ
一
斉
に
転
換
し
た
こ
と
が
浦
長
瀬
隆
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り

(

�)

、
こ
の
時
期
に
米
の
貨
幣
と
し
て
の
使
用
が
始
ま
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。一

方
で
金
・
銀
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
小
葉
田
淳
氏
が
一
五
九
〇
年
代
を
そ
の
普

及
期
と
位
置
づ
け
た
が

(

�)

、
使
用
開
始
年
代
に
つ
い
て
は
曖
昧
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ

し
銀
に
関
し
て
は
、
近
年
の
中
島
圭
一
氏
の
分
析
に
よ
っ
て
、
京
都
で
は
や
は
り
一

五
六
〇
年
代
後
半
に
貨
幣
と
し
て
の
使
用
が
始
ま
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
金
に

つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る

(

�)

。

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
概
観
す
る
と
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
課
題
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
諸
研
究
が
分
析
対
象
と
す
る
史
料
に
や
や
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
葉
田
氏
は
主
に

『

多
聞
院
日
記』

を
分
析
対
象
と
し
、
以
後

の
研
究
も
主
に
同
じ
史
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て
い
た
。『

多
聞
院
日
記』

は
奈
良

の
事
情
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
京
都
の
事
情
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
と
す
る

批
判
も
近
年
で
は
な
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

そ
れ
を
受
け
て
浦
長
瀬
氏
や
田
中
浩
司
氏
は
、
大
徳
寺
や
妙
心
寺
の
関
連
史
料
に

注
目
し
つ
つ
、
京
都
に
お
け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る

(

�)

。
そ
こ

で
多
く
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
両
氏
の
分
析
対
象
と
す
る
史
料

も
ま
た
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
事
実
が
果
た
し
て
京
都
の
事
情
と
し
て
一
般
化

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
未
だ
検
討
す
べ
き
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

金
・
銀
・
銭
・
米
の
四
種
の
貨
幣
が
同
時
に
流
通
し
た
時
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
ほ
か
の
同
時
代
史
料
の
検
討

を
通
し
て
、
当
該
期
の
貨
幣
使
用
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

本
稿
は
吉
田
兼
見
が
記
し
た

『

兼
見
卿
記』

(

以
下

『

兼
見』

と
略
記)

を
分
析

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )40
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対
象
と
し
て
、
如
上
の
課
題
に
迫
る
試
み
と
し
た
い
。
同
史
料
は
元
亀
元
年

(

一
五

七
〇)
か
ら
慶
長
一
五
年

(

一
六
一
〇)

ま
で
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
欠
落
も
少
な

く
、
比
較
的
長
期
間
の
事
情
を
分
析
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
る

(

	)

。
ま
た
、
記
主
の
吉

田
兼
見
は
織
豊
期
の
神
道
家
で
あ
り
な
が
ら
公
卿
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
朝
廷
の
み
な
ら
ず
武
家
と
も
縁
が
深
く
、
様
々
な
人
々
と
の
贈
答
記
事
が
豊
富

に
存
在
す
る
。
そ
し
て
吉
田
神
社
の
経
営
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
お
り
、
様
々
な

商
品
購
入
や
賃
料
支
払
の
記
事
も
多
い
点
で
、
極
め
て
有
用
な
史
料
で
あ
る
と
考
え

る
。な

お
本
稿
で
は
文
禄
五
年

(

慶
長
元
年
、
一
五
九
六)

ま
で
を
分
析
対
象
と
し
、

一
五
七
〇
〜
九
〇
年
代
の
京
都
に
お
け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

検
討
を
進
め
る
。

一

金
・
銀
・
銭
・
米
の
使
用
状
況
比
較

ま
ず
は

『

兼
見』

に
み
ら
れ
る
金
・
銀
・
銭
・
米
の
使
用
状
況
に
関
す
る
記
事
を

集
積
し
、
そ
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
た
い
。
対
象
と
す
る
記
事
は
、
贈

答
・
売
買
・
貸
借
な
ど
の
ほ
か
に
、
吉
田
神
社
神
主
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
祈
祷
料

と
し
て
の
記
事
を
多
く
含
む
。

(

１)

全
般
的
な
傾
向

『

兼
見』

の
記
事
で
確
認
さ
れ
る
金
・
銀
・
銭
・
米
で
の
授
受
に
関
す
る
記
事
の

登
場
回
数
を
、
年
代
別
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
が
表
１
で
あ
る
。
ま
た
表
１
を
も
と
に
、

図
１
・
２
・
３
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
。
年
に
よ
っ
て
記
事
の
数
に
は
ば
ら
つ
き
が

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
使
用
頻
度
を
比
較
す
る
観
点
か
ら
、
記
事
の
登
場
す
る
比
率

に
注
目
し
て
検
討
し
た
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
代
に
お
い
て
、
銭
の
使
用
頻
度
が
約
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
わ
た
り
、
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
一
五
八
〇
年
代
は
高
率

で
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
年
代
に
お
け
る
米
の
使
用
頻
度
は
や
や
減

少
し
て
い
る
。
当
該
期
に
米
使
用
が
一
時
衰
え
、
銭
使
用
が

｢

復
活｣

し
た
と
す
る

浦
長
瀬
隆
氏
の
見
解
と
相
関
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
一
方
で
金
・
銀
に
つ
い

て
は
、
一
五
七
〇
年
代
と
の
差
異
は
米
ほ
ど
明
瞭
で
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
銭
の
使

用
頻
度
は
、
金
・
銀
で
は
な
く
米
の
使
用
頻
度
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
一
五
九
〇
年
代
に
入
る
と
銭
の
使
用
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

逆
に
米
の
使
用
頻
度
が
増
加
し
て
お
り
、
銭
と
米
と
の
間
で
密
接
な
関
係
を
有
す
る

傾
向
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う

(

図
２
参
照)

。

次
に
金
・
銀
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
使
用
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
金

( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)41

表１ 『兼見卿記』 による年代別支払手段一覧
年 銭 金 銀 米 備考
1570 3 37.5 0 0.0 0 0.0 5 62.5
1571 4 50.0 2 25.0 0 0.0 2 25.0
1572 0 0.0 2 18.2 1 9.1 8 72.7
1573 7 50.0 2 14.3 4 28.6 1 7.1
1574 欠
1575 1 33.3 1 33.3 1 33.3 0 0.0
1576 14 73.7 2 10.5 3 15.8 0 0.0
1577 5 62.5 0 0.0 0 0.0 3 37.5
1578 8 53.3 2 13.3 0 0.0 5 33.3
1579 26 76.5 3 8.8 4 11.8 1 2.9
1580 32 84.2 0 0.0 1 2.8 3 8.3
1581 19 76.0 2 8.0 1 4.0 3 12.0
1582 22 68.8 2 6.3 5 15.6 3 9.4
1583 42 68.9 6 9.8 5 8.2 8 13.1
1584 56 72.7 10 13.0 5 6.5 6 7.8
1585 49 72.1 6 8.8 6 8.8 7 10.3
1586 43 68.3 4 6.3 8 12.7 8 12.7
1587 43 62.3 8 11.6 5 7.2 13 18.8
1588 欠
1589 欠
1590 77 70.6 1 0.9 14 12.8 17 15.6
1591 69 69.7 2 2.0 15 15.2 13 13.1
1592 17 39.5 1 2.3 4 9.3 21 48.8
1593 40 53.3 1 1.3 9 12.0 25 33.3
1594 21 38.9 1 1.9 13 24.1 19 35.2
1595 32 45.7 6 8.6 22 31.4 10 14.3
1596 26 60.5 1 2.3 11 25.6 5 11.6

【注】記事の登場回数､ 割合 (％) の順

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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図１ 年代別の支払手段比率

図２ 年代別の支払手段比率 (銭・米)
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に
つ
い
て
見
る
と
、
一
五
七
〇
年
代
は
全
体
の
二
割
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
五

八
〇
年
代
に
な
る
と
一
割
前
後
へ
と
落
ち
込
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
一
五
九
〇
年
代
に
、
大
き
く
比
率
を
低
下
さ
せ
て
ゆ
く
。
一
方
で
銀
に
つ
い
て
は
、

一
五
九
〇
年
代
に
比
率
の
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

金
・
銀
に
限
っ
て
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
３
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一

五
八
〇
年
代
以
前
と
一
五
九
〇
年
代
と
の
差
異
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
一
五
九
〇
年
代

に
は
、
金
の
使
用
頻
度
が
落
ち
込
み
、
銀
が
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、｢

東
の
金
、
西
の
銀｣

と
一
般
に
呼
ば
れ
る
近
世
の
貨
幣
流
通
事

情
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
九
〇
年
代
に
な
る
と
豊
臣
政
権

に
よ
る
贈
答
も
銀
が
主
流
と
な
り
、
西
国
の
領
主
財
政
に
も
銀
建
て
が
見
ら
れ
は
じ

め
る
こ
と
か
ら
、
西
日
本
に
お
け
る
銀
の
優
勢
は
明
瞭
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
西
日
本
で
金
に
対
し
て
銀
が
優
勢
に
な
る
背
景
と
し
て
、
東

ア
ジ
ア
世
界
で
は
銀
が
決
済
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
西
国
で
は
石
見
銀
山
を

は
じ
め
と
し
て
、
銀
の
採
掘
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
推
測
さ
れ
て
い

る
。
根
本
的
な
背
景
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
こ
は
従
来
通
り
石
見
銀
山
の
開

発
に
よ
る
銀
の
流
通
量
増
大
を
重
大
な
要
因
と
し
て
理
解
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
京
都
に
お
い
て
銀
が
金
を
圧
倒
す
る
画
期
は
、
一
五
九
〇
年
代
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

(

２)

使
用
額
の
比
較

次
に
、
金
・
銀
・
銭
・
米
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
事
例
に
お
い
て
、
一
度
に
ど
れ
ほ
ど

の
額
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
は
単
一
の
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

た
銭
に
注
目
し
て
検
討
し
た
い
。

『

兼
見』
の
記
事
か
ら
、
銭
貨
を
使
用
し
た
事
例
を
額
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
が
、

表
２
で
あ
る
。
用
途
を
み
る
と
、
贈
答
に
お
け
る
使
用
事
例
が
多
い
。
注
目
さ
れ
る

の
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
一
貫
文
以
下
の
使
用
事
例
が
圧
倒
し
て
い
る
こ
と

( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)43

図３ 年代別の支払手段比率 (金・銀)
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で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
的
に

売
買
に
お
け
る
少
額
取
引
の
頻
度

は
そ
も
そ
も
高
い
の
で
あ
り
、
か

か
る
現
象
そ
の
も
の
は
通
時
代
的

に
見
ら
れ
る
傾
向
と
も
言
え
る
。

ま
た
贈
答
儀
礼
に
関
し
て
は
、
身

分
秩
序
や
先
例
に
よ
っ
て
授
受
さ

れ
る
額
が
影
響
を
受
け
る
た
め
、

経
済
事
情
と
は
無
関
係
に
、
特
定

の
人
物
と
の
間
で
決
ま
っ
た
額
を

授
受
す
る
と
い
う
場
合
が
多
い
。

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
特
に
少

額
取
引
に
偏
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
比
較
対
象
と
し
て
高
額
取
引
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
米
に

つ
い
て
み
る
と
、
一
石
以
上
の
授
受
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
当
時
に
お

け
る
米
価
は
お
よ
そ
一
石
が
一
貫
文
前
後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

(

�)

、
基

本
的
に
米
は
銭
換
算
で
一
貫
文
以
上
の
高
額
取
引
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
高
額
取
引
で
あ
る
土
地
取
引
が
米
建
て
に
転
換
し
た

と
す
る
浦
長
瀬
氏
の
指
摘
と
も
整
合
性
を
有
す
る
。

し
か
し
、
一
部
で
は
あ
る
が
銭
に
よ
る
高
額
取
引
が
存
在
し
て
お
り
、
銭
が
完
全

に
少
額
貨
幣
へ
と
移
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
銭
に
よ
る
高
額
の
授
受
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
し
う
る
の
か
、
一
〇
貫
文
を
越
え
る
事
例
を
具
体

的
に
列
挙
し
て
み
よ
う

(

�)

。

(

ア)

年
貢

ａ

天
正
一
〇
年

(

一
五
八
二)

七
月
一
一
日
条

シ
カ
ラ

(

信
楽)

木
ヨ
リ
使
者
、
鳥
目
三
千
疋
預
之
、
取
上
了
、

ｂ

天
正
一
五
年

(

一
五
八
七)

三
月
二
六
日
条

八
木
算
用
状
到
来
、
残
廿
五
石
預
之

(

余
カ)

由
申
上
訖
、
今
度
於
丹
後
八
木
令
沽
却
、

青
銅
弐
千
疋
人
夫
三
人
持
上
之
、
源
二

(

大
塚)

悉
皆
令
馳
走
訖
、

(

イ)

贈
答

ｃ

天
正
一
一
年

(

一
五
八
三)

六
月
五
日
条

長
岡
兵
部
大
輔

(

藤
孝)

入
道
可
来
之
由
、(

中
略)

及
暮
来
、
三
十
疋
持
来
、
後
刻
侍

(

吉
田
兼
治)

従
方
へ
罷

(

被
カ)

罷
向
了
、(

中
略)

青
銅
千
疋
持
参
云
々
、

ｄ

天
正
一
二
年

(

一
五
八
四)

三
月
八
日
条

今
夜
自
長
兵
入

(

長
岡
藤
孝)

、
月
斎
跡
へ
千
疋
持
来
云
々
、

ｅ

天
正
一
三
年

(

一
五
八
五)

一
二
月
二
六
日
条

玄
以

(

前
田)

明
日
大
坂
へ
下
向
、
歳
暮
旁
為
礼
罷
向
、(

中
略)

先
度
在
所
安
堵
玄
以

馳
走
之
礼
ニ
青
銅
千
疋
遣
之
、

(

ウ)

祈
祷
料

ｆ

天
正
七
年

(

一
五
七
九)

四
月
一
日
条

自
江
州
日
野
外
池
弥
七
祈
念
之
祓
・
鎮
礼

(

札)

取
ニ
差
上
使
者
、
青
銅
十
二
貫
到
来
、

ｇ

天
正
一
三
年

(

一
五
八
五)

七
月
二
七
日
条

細
井
新
介
女
房
衆
申
来
云
、(

中
略)

新
介
以
外
相
煩
、(

中
略)

祈
念
之
義

頼
入
也
、
青
銅
壱
貫
弐
百
文
到
来
、(

中
略)

青
銅
十
二
貫
ニ
テ
可
祈
念
之
由
、

具
以
条
書
申
遣
了
、

ｈ

天
正
一
八
年

(

一
五
九
〇)

正
月
六
日
条

薩
州
伊
集
院
山
神
安
鎮
之
祈
念
以
書
状
申
来
、
青
銅
十
二
貫
文
・
銀
子
二
枚
代

弐
百
疋
請
取
之
、

ｉ

天
正
一
九
年

(

一
五
九
一)

四
月
二
二
日
条

吉
川

(

広
家
カ)

申
来
、
祈
祷
廿
壱
貫
弐
百
請
取
之
、(

中
略)

右
之
代
以
左
京
助
申
遣
訖
、

罷
帰
云
、
半
分
悪
銭
也
、
中
々
不
相
調
之
由
申
訖
、
以
主
殿
允
吉
川
使
者
へ
申

理
了
、
入
夜
罷
帰
云
、
既
請
取
之
間
、
迷
惑
之
由
申
訖
、
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表２ 銭の使用額一覧表
20貫文以上 3

10貫文以上20貫文未満 12

５貫文以上10貫文未満 27

３貫文以上５貫文未満 42 うち３貫文は29回

２貫文以上３貫文未満 51 うち２貫文は46回

１貫１文以上２貫文未満 26 うち１貫200文は20回

１貫文 237

600文 4

500文 144

300文 106

200文 348

100文 95

100文未満 5

その他 180文１回､ 550文１回

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



ｊ

文
禄
三
年

(

一
五
九
四)

一
二
月
六
日
条

石
田
木
工

(

正
澄)

頭
屋
敷
鎮
守
之
料
、
代
物
廿
五
貫
上
之
、
到
来
也
、
当
時
料
足
取
渡
、

一
切
不
用
之
、
其
段
淵
底
存
知
な
か
ら
如
此
仕
合
、
併
以
権
威
を
し
付
て
上
来

歟
、
沙
汰
之
限
也
、
即
申
理
返
遣
之
訖
、

ｋ

文
禄
四
年

(
一
五
九
五)

五
月
八
日
条

早
天
結
願
、
御
祓
等
請
取
ニ
大
坂
ヨ
リ
使
者
罷
上
了
、(

中
略)

為
礼
十
二
貫

・
銀
子
百
廿
目
到
来
、
銀
依
出
入
不
請
取
之
、
然
共
鎮
札
等
渡
遣
之
、

以
上
の
よ
う
に
、
年
貢
・
贈
答
・
祈
祷
料
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ

の
他
貸
借
や
売
買
等
の
商
取
引
に
お
い
て
は
、
高
額
取
引
の
場
で
銭
が
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

年
貢
納
入
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
米
が
納
入
さ
れ
る
場
合
も
多
い
が
、
ｂ
の
事
例

の
よ
う
に
、
米
を
売
却
し
て
銭
に
替
え
て
か
ら
納
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

代
銭
納
が
依
然
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
の
年
貢
収

取
手
段
が
維
持
さ
れ
た
結
果
、
金
・
銀
で
は
な
く
銭
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
確
認
し
う
る
代
銭
納
の
事
例
は
ｂ
が
最
後
で
あ
り
、
一
五

九
〇
年
代
に
な
る
と
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

贈
答
に
関
し
て
は
三
件
確
認
さ
れ
る
が
、
長
岡

(

細
川)

藤
孝
と
の
音
信
が
そ
の

う
ち
二
件
で
あ
っ
た
。
兼
見
息
の
吉
田
兼
治
は
藤
孝
の
娘
を
妻
と
し
て
お
り
、
藤
孝

と
兼
見
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
た
め
に
多
く
音
信
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
遣
り
取
り
は
ほ
ぼ
銭
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
ほ
か
兼
見
が
交
流
を
深
め
て
い
た
相
手
と
し
て
、
京
都
所
司
代
で
あ
る
村
井

貞
勝
・
前
田
玄
以
主
従
が
存
在
す
る
。
彼
ら
と
は
八
朔
を
中
心
に
贈
答
を
繰
り
返
し

て
い
る
が
、
そ
の
場
合
ほ
ぼ
す
べ
て
銭
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
豊
臣
政

権
下
の
武
家
は
贈
答
に
銭
を
好
む
傾
向
の
強
い
様
子
が
窺
え
る
。
ｅ
の
事
例
は
、
従

来
の
音
信
よ
り
も
重
い
意
味
を
持
つ
所
領
安
堵
へ
の
礼
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
高
額

と
な
っ
た
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
上
述
の
武
家
の

｢

銭
好
み｣

と
い
う
傾
向

に
基
づ
い
て
、
こ
の
場
合
も
銭
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

最
も
事
例
数
を
多
く
確
認
で
き
る
の
は
、
祈
祷
料
で
あ
る
。
吉
田
神
社
へ
は
畿
内

の
み
な
ら
ず
各
地
の
権
力
者
等
か
ら
祈
祷
の
依
頼
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
支
払
わ

れ
る
祈
祷
料
も
比
較
的
高
額
に
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
場

合
に
も
銭
が
選
択
さ
れ
や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
金
・
銀
・
米
で
支
払
わ

れ
る
場
合
も
確
認
さ
れ
る
。
管
見
の
限
り
、『

兼
見』

で
は
二
三
六
件
の
祈
祷
料
支

払
事
例
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
ち
金
は
二
四
件
、
銀
は
二
六
件
、
米
は
五
五
件
を
確

認
で
き
た
。

試
み
に
、
金
の
事
例
を
表
３
、
銀
の
事
例
を
表
４
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
は
ど

の
よ
う
な
形
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

ｉ
お
よ
び
ｊ
の
事
例
で
あ
る
。
ｉ
の
事
例
は
、
吉
川
氏
か
ら
支
払
わ
れ
た
祈
祷
料
二

一
貫
二
〇
〇
文
の
う
ち
半
分
が
悪
銭
だ
っ
た
と
し
て
、
兼
見
は
祈
祷
の
受
諾
を
難
渋

し
た
。
と
こ
ろ
が
吉
川
氏
側
は
、
一
旦
受
け
取
っ
た
も
の
だ
か
ら
断
る
の
は
困
る
と

返
事
を
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
翌
日
の
記
事
に
よ
る
と
、｢

早
天
吉
川
使
者
へ

申
遣
而
云
、
昨
日
之
代
物
可
返
渡
、
御
祈
祷
之
物
難
調
之
由
申
遣
之
処
、
彼
使
者
来

而
云
、
種
々
理
令
懇
望
之
間
、
半
分
十
貫
分
以
清
銭
可
相
渡
之
由
申
之
間
、
不
及
是

非
許
容
了
、
千
疋
彼
使
者
渡
遣
了｣

と
あ
り

(

�)

、
結
果
的
に
は
吉
川
方
が
折
れ
て
半
分

の
一
〇
貫
文
を

｢

清
銭｣

で
支
払
う
こ
と
で
決
着
し
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
銭
を
忌
避
す
る
姿
勢
が
兼
見
に
見
ら
れ
る
様
子
を
窺
え
る
。
ｊ

の
事
例
に
よ
る
と
、
石
田
正
澄

(

三
成
の
兄)

が
屋
敷
鎮
守
料
と
し
て
二
五
貫
文
を

支
払
っ
た
も
の
の
、｢

当
時
料
足
取
渡
、
一
切
不
用
之｣

と
い
う
こ
と
を
知
り
な
が

ら
の
行
為
は
、
権
威
を
笠
に
着
た
所
行
で
あ
る
と
兼
見
は
憤
っ
て
い
る
。
実
際
に
兼

見
は
受
領
を
拒
否
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
次
の
記
事
に
よ
り
わ
か
る
。

石
田
木
工
頭
銀
子
五
枚
到
来
、
八
木
廿
五
石
ニ
ハ
不
足
也
、
度
々
不
相
届
義
也
、

然
共
当
方
馳
走
之
人
也
、
不
及
是
非
令
堪
忍
請
取
之
、(

中
略)

予
方
へ
一
枚
、

十
六
文
目
請
取
之

(

�)
、

( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)45
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表３ 金による祈祷料支払事例
年月日 内容 差出 備考

元亀2.2.20
自多武峰如々院祈念之義申来､ 黄金 [弐分]､ 相添中院書状也､
地鎮札・守遣了､ 中院屋固札所望 [金壱分余]､ 調進､

多武峰

元亀3.閏1.25
自甲賀之鎮札相調了､ 亡魂良順法師也､ 御表御祓 [一]・守
[一]､ 右兵衛尉云者也､ 生年廿七才也､ 金子三分余到来了､

甲賀

天正4.9.24
江州日野中村松千代書状､ 松茸二籠・栗子一籠・金子一分到来､
正五九月祈念之義申上､

江州日野中村松千代

天正6.1.21
自江州日野中村松千代祈念之義音信､ 抜蛤一桶・金子壱分､ 大
通庵杉原十帖到来､

江州日野中村松千代

天正6.2.21 自多武峰如々院例年祈念音信､ 金子弐分壱朱到来､ 多武峰如々院

天正7.1.21
□ (江) 州日野中村松千代例年音信､ 抜蛤一桶・栗一龍 (籠)・
黄金一分､

江州日野中村松千代

天正9.5.26
自多武峰横田罷上､ 如々院返事､ 例年祈祷料金子弐分・杏子一
籠､ (中略) 中院返事､ 中間両人弐百疋遣之､

多武峰如々院 ほか中間二人に200疋

天正10.2.1
中村与三郎例年之音信・書状､ 使者罷上､ 金子 [少､ 五斗宛]・
鯛 [二]・栗一籠､ 外池女房衆ヨリ三十疋､

江州日野中村与三郎・
外池女房衆

天正10.5.21
江州日野中村与三郎祈念之儀音信､ 金子 [三朱]・鯛 [五]・大
通庵曝 (晒) [一端] 到来､

江州日野中村与三郎

天正11.5.19
自中村与三郎方例年祈念之音信金子 [一分]､ (中略) 外池女房
衆三十疋到来､

中村与三郎､ 外池女房
衆

天正11.9.16
江州日野中村与三郎方ヨリ例年之使者罷上､ 撫物二色・金子三
朱・栗一籠､ 安部井弥左衛門尉方ヨリ例年之儀ニ使者罷上､ 青
銅百疋､

江州日野中村与三郎・
安部井弥左衛門尉

天正11.11.21 江州高島之者也､ (中略) 為礼弐石弐斗､ 以金子渡之､ 江州高島某 米建て
天正12.1.22 中村与三郎方ヨリ例年祈念音信 [金一分]・鱈 [二]､ 中村与三郎

天正12.2.17

先度申上濃州祈念之儀､ 上使者也､ (中略) 子孫誕生之祈念等
之義也､ 金子弐両上之､ 以六百疋可調遣之由申下之処､ 唯今之
儀､ 乍 (不脱ヵ) 相届､ 遠路之間､ 先可調遣分也､ 彼使者逗留
了､

濃州某女房衆
実際は600疋だったが
金2両で受納

天正12.3.24 自和州多武峰使者罷出､ 如々院書状計也､ 金子三〆目到来､ 和州多武峰
天正12.5.22 江州日野中村与三郎当月祈念之音信､ 金子壱分・熨斗弐百本､ 江州日野中村与三郎

天正12.9.21
自勢州松島中村与三郎方当月祈念､ 例年音信使者罷出､ 金 [三
朱]・熨斗 [二百本] 到来､

勢州松島中村与三郎
蒲生氏郷松島転封によ
り移住か

天正12.12.6
越州青山助兵衛尉 (宗勝) 書状到来云､ 祈念誓紙之返所望之由
申上了､ (中略) 一向無別義相調可遣之由使者ニ申了､ 金子一
両

青山宗勝

天正13.1.23
中村長右衛門例年祈念之音信､ 金子壱分一朱・熨斗 [二百本]・
撫物以下使者罷上了､

勢州松島中村長右衛門 中村与三郎改名ヵ

天正13.3.3
自多武峰如々院例年之祈念､ 使僧円光坊罷上､ (中略) 葛袋
[卅]・金子弐分､

多武峰如々院

天正13.5.30
自勢州松島中村長右衛門尉例年祈念音信､ 金子 [壱分一朱]・
鰹 [十]､

勢州松島中村長右衛門
尉

天正19.2.23
蜂屋子息兄弟祈念之義､ 一七日可執行之由申来､ 撫物・小袖
[二]・青銅 [六百疋]・金子 [一両]・綿 [一疋]､ 三久持来､

蜂屋子息兄弟

天正19.7.10
ひかし殿ヨリ文､ 招魂之条当家令祈念之と返事､ (中略) 金子
壱枚持領了､

東殿

文禄4.10.26
備前黄門 (宇喜多秀家) 御女房衆今度平産､ 已後以外御煩也､
(中略) 重而御祈祷之義被仰出也､ 金子十枚・小袖七ツ・御撫
物小袖一､ 持給之訖､

宇喜多秀家女房衆

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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表４ 銀による祈祷料支払事例
年月日 内容 差出 備考

元亀3.2.29
紀州海 (部脱) 郡雑賀庄自湊村申来､ 祈念鎮札申調､ 修行了､
(中略) 銀子一枚持来了､

紀州雑賀庄湊村

天正4.1.19
村長 (村井貞勝) 女房衆書状到来云､ 今夜厄神祈念之事銀子五
匁､ 彼孫勝七祈念木綿一端､ 女房館きやく紅帯一筋・十疋到来､
太祓内陣ニ修行､

村井貞勝女房衆

天正7.6.24
備後国吉原藤左衛門尉 [五十七]､ 息勝七郎 [十三才] 去年祈
念之申上､ 毎年可音信之由令約諾､ 当年音信銀子十文目到来､

備後国吉原藤左衛門尉

天正7.7.22
下京 [二条] 鶴屋入道来云､ 伊勢国之者也､ 高野之聖蓮華院都
阿弥､ 於当社祈念之義也 (ﾏﾏ) 申､ 銀子 [半枚] 持来､

下京 (二条) 鶴屋入道

天正11.2.6
自丹州亀山御次 (羽柴秀勝) 祈念之儀､ 使者女房衆来､ (中略)
小袖一重 (中略)・銀子 [二枚]・□ (八) 木廿石､

羽柴秀勝

天正13.8.4
自大御乳人給文云､ (中略) 祈念之義一簾 (廉) 頼入之由承了､
銀子一枚給之､

大御乳人

天正14.1.18
自大坂左馬允 (鈴鹿定継) 罷上､ 大政所銀子一枚､ 北政所三百
疋､ 東殿百疋､ (中略) 左馬允ニ百疋ツヽ､ 両政所ヨリ被下之､

大政所・北政所・東殿

天正14.6.21
大坂東殿､ 北政所ニ召遣人也､ 書状到来､ 祈念之義也､ 銀 [三
枚] 持来､

東殿

天正15.8.10
長州亀山大宮司兵庫助書状到来云､ 子孫長久之祈念守之儀､ 同
国衆所望之間､ 差上使者､ (中略) 為礼銀子廿目到来了､

長州亀山大宮司兵庫助

天正18.4.15
渡辺六右衛門尉為祈念ノ礼､ 使者久助来､ 小袖 [一]・銀子
[二枚] 到来､ 対面､ 使者銀子 [一枚] 返之､ 久助ニ子細申遣
了 [小袖・銀子一枚留置也]､

渡辺六右衛門尉 銀一枚は返却

天正18.6.1
後刻罷帰自 (北脱) 政所殿､ 銀子一枚､ 東殿ヨリ五十疋､ 又五
十疋､ 三日月十七夜月祈念之義申来訖､ 息刑部少輔 (大谷吉継)
祈念之義也､

北政所・東殿

天正18.6.29
禁裏御祓､ [太祓] 持参､ (中略) 於長橋御局杉原 [十帖]・銀
子 [弐枚] 拝領､

長橋局 (高倉量子)

天正18.11.24
以左馬允御祓持進上之､ 為御祝義銀子給之､ ひかし殿より二百
疋､ かうさうす (孝蔵主) 二百疋・御菓子 [一折] 進上之､ 御
祝着候由､ ひかし殿より返事在之､

北政所ヵ・東殿

天正19.閏1.10
自或方当社御番 [吉兵衛] 取次之申来而云､ 廿歳男五十五之男
主従也､ 仕合能長久之祈念頼入之由申､ 銀子 [一枚] 持来､

或方

天正19.5.5
明日四日播州在国之仁也､ 若宮大明神祟在之祈念之義､ (中略)
銀子 [一枚]・百疋持来､

播州在国某

天正19.8.29
うき田宰相殿 (宇喜多秀家) 内義ヨリ使僧来而云､ 女房衆七月
ニ産生已来､ 于今朦気也､ (中略) 験気祈念之義頼入之由云､
(中略) 銀子五枚持給之､

宇喜多秀家女房衆

天正19.9.11
北政所ヨリうき田宰相 (宇喜多秀家) 女房衆祈念之義也､ 銀子
[三枚] 持給之､

北政所

天正19.12.22
今朝御 (修ヵ) 行 (中略) 令結願､ (中略) 侍従 (吉田兼治)
十帖 [杉原]､ 銀子 [一枚] 被下之､

勧修寺晴子
吉田兼治宛
准后新御殿屋固祈祷

天正20.12.7
薩州島津入道龍伯 (義久) 書状到来､ 同名図書 (島津忠長) 以
使者道正令同道来､ 書中云､ 彼国新田八幡清祓之事､ 龍伯祈念
之義也､ 銀子 [三枚] 到来了､

島津義久

文禄3.8.19
自北政所殿今度聚楽へ御成､ 御機嫌よきやうに御祈祷之義､ 東
殿文にて被仰下了､ 銀子 [三枚] 拝領､

北政所

文禄3.8.26
先日 [二十三日]､ 東殿ヨリ銀子 [一枚]､ 守之義也､ 侍従請取
之､ 今日予方へ､ 三分一 [十三文目] 請取之､

東殿 銀１枚の1/3が13匁

文禄3.12.7
毛利河内 (秀頼) 後室家中祈念之義申来､ 銀子 [卅目] 到来､
予方へ十文目請取之､

毛利秀頼後室

文禄3.12.9
石田木工頭 (正澄) 銀子五枚到来､ 八木廿五石ニハ不足也､ 度々
不相届義也､ 然共当方馳走之人也､ 不及是非令堪忍請取之､
(中略) 予方へ一枚､ 十六文目請取之､

石田正澄 ｢米25石には不足｣

文禄4.3.21
先度毛利河内祈念之銀子卅目､ 廿目侍従方へ相渡之､ 残卅(ﾏﾏ)
目未相渡也､ 左京助取次之､

毛利秀頼方

文禄4.5.8
早天結願､ 御祓等請取ニ大坂ヨリ使者罷上了､ (中略) 為礼十
二貫・銀子百廿目到来､ 銀依出入不請取之､ 然共鎮札等渡遣之､

豊臣秀吉ヵ
銀は ｢出入｣ により受
け取らず

文禄5.7.11
自准后主上御連子以条書御祈祷之義､ 自先日承了､ 唯今左衛門
かう殿文にて､ 銀子五枚､ 大覚寺殿御侍持来､

勧修寺晴子

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



こ
れ
に
よ
る
と
、｢

八
木
廿
五
石｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
石
＝
一
貫
文
換
算
で

米
で
の
支
払
を
要
求
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
石
田
正
澄
は
銀
五
枚
を
支
払
っ

た
。
米
二
五
石
に
は
釣
り
合
わ
な
い
も
の
の
、
兼
見
は
こ
こ
で
折
れ
て
受
領
し
て
い

る
。

｢

当
時
料
足
取
渡
、
一
切
不
用
之｣

と
い
う
一
節
は
、
天
正
一
九
年

(

一
五
九
一)

頃
に
は
銭
の
授
受
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
兼
見
の
個

人
的
意
思
を
示
す
も
の
な
の
か
、
当
時
に
お
け
る
一
般
的
情
勢
と
見
る
べ
き
な
の
か

は
判
然
と
し
な
い
。
実
態
と
し
て
銭
使
用
が
完
全
に
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
前
者
の
理
解
が
正
確
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
時
期

は
、
一
時
的
な
が
ら
悪
銭
に
よ
る
混
乱
を
示
す
事
例
を
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
兼
見
の
個
人
的
な
意
識
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

社
会
情
況
と
し
て
銭
忌
避
の
風
潮
が
一
定
度
は
高
ま
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
は
後
に
触
れ
た
い
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
一
五
九
〇
年
代
前
半
に
少
な
く
と
も
兼
見

は
銭
に
対
す
る
忌
避
感
を
見
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
祈
祷
料
授
受
は
銀
と
米
の

事
例
が
増
大
し
て
い
る
点
で
あ
る

(

表
４
参
照
。
た
だ
し
ｋ
の
事
例
の
よ
う
に
、
銭

の
授
受
が
完
全
に
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い)

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
祈
祷
料
授
受

に
お
け
る
銀
と
米
は
、
銭
の
代
替
と
し
て
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
で
金
は
、
表
３
に
よ
る
と
大
半
が
天
正
一
三
年

(

一
五
八
五)

以
前
の
事
例

で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
わ
ず
か
三
件
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
一

五
九
〇
年
代
に
差
し
掛
か
る
と
全
体
的
に
金
の
使
用
事
例
が
減
少
す
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
が
、
祈
祷
料
に
限
っ
て
み
て
も
、
そ
の
傾
向
が
歴
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
金
と
銀
を
使
用
し
た
人
々
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
豊
臣
政
権
関
係
者
な
ど
が

多
く
、
重
複
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
階
層
や
場
面
に
よ
っ
て
金
と
銀
が
厳

密
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
金
と
銀
と
は
、
お
互

い
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
の
で
き
る
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
一
五
九
〇

年
代
の
京
都
周
辺
に
お
い
て
銀
の
使
用
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
に

押
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
金
の
使
用
が
退
潮
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

小
括

以
上
、
京
都
に
お
け
る
金
・
銀
・
銭
・
米
使
用
の
全
般
的
な
傾
向
に
つ
い
て
、
比

較
検
討
を
行
っ
た
。
金
と
銀
と
を
比
較
す
る
と
、
京
都
に
お
い
て
金
は
一
五
八
〇
年

代
後
半
以
降
に
退
潮
傾
向
に
入
り
、
逆
に
銀
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
一
五
九
〇
年
代
に
は
銭
の
使
用
頻
度
が
減
少
す
る
の
に
対
し
て
米
の

頻
度
が
高
く
な
る
傾
向
も
窺
え
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
銭
の
流
通
量
が
漸
減
傾
向
に

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
五
九
〇
年
頃
に
悪
銭
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題

化
し
た
こ
と
も
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
た
い
。

以
上
の
様
子
は
、
吉
田
神
社
へ
支
払
わ
れ
た
祈
祷
料
に
つ
い
て
も
顕
著
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
全
体
的
に
は
武
家
と
の
贈
答
を
中
心
に
銭
の
使
用
頻
度

は
依
然
と
し
て
高
い
。
た
だ
し
祈
祷
料
の
場
合
は
、
一
〇
貫
文
を
越
え
る
高
額
の
授

受
に
お
い
て
も
銭
を
選
択
す
る
傾
向
が
、
ほ
か
の
用
途
に
比
べ
て
比
較
的
高
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
売
買
や
貸
借
な
ど
、
商
取
引
に
近
い
場
面
で
の
高
額
取
引
に
お
い
て
は
、

銭
を
使
用
し
た
形
跡
を
窺
え
な
い
。
し
か
も
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
取
り
上
げ

た
事
例
の
う
ち
兼
見
か
ら
支
出
し
た
も
の
は
ｅ
の
事
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

兼
見
に
よ
る
高
額
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
銭
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
兼
見
は
日
常
的
に
銭
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
金
・
銀
・
米
を
財
と
し
て
保
有
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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二

商
取
引
お
よ
び
貸
借
に
お
け
る
貨
幣
使
用

前
章
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
に
売
買
や
貸
借
の
事
例
な
ど
の
場
面
に

お
け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

(

１)

商
取
引
に
お
け
る
貨
幣
使
用

商
取
引
に
お
け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
を
探
る
た
め
に
、
物
資
の
取
引
に
関
す
る
事

例
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
取
引
に
関
す
る
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
５
で
あ

る
。表

５
を
一
見
す
る
と
、
金
・
銀
・
銭
・
米
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
状
況
に
い
く
つ
か
特

徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

全
体
的
な
割
合
か
ら
す
れ
ば
、
金
の
使
用
事
例
の
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

一
五
九
〇
年
代
は
三
件
し
か
事
例
が
な
く
、
既
に
見
出
し
た
金
使
用
の
漸
減
傾
向
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
様
子
が
窺
え
よ
う
。
し
か
も
う
ち
二
件
は
、｢

壱
文
目

五
フ
ン

(

�)｣

や
、｢

金
子
壱
分
、
同
五
十
疋
之
代
ニ
金
子
四
フ
ン
余

(
�)｣
と
あ
る
通
り
、

比
較
的
少
額
の
用
途
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
既
に
指
摘
し
た
通
り
、

金
は
比
較
的
高
額
取
引
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
少
額
取

引
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
例

の
場
合
、｢

文
目｣

｢

フ
ン

(

分)｣

と
い
う
単
位
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

砂
金
が
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
額
面
が
高
く
な
る
判
金
に
対
し
て
、

少
額
取
引
に
は
秤
量
貨
幣
の
性
格
を
有
し
、
額
の
調
整
が
容
易
で
あ
る
砂
金
を
使
用

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
米
に
つ
い
て
見
る
と
、
時
代
に
よ
る
変
化
は
大
き
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。
米

の
場
合
、
問
題
に
な
る
の
は
使
用
さ
れ
る
季
節
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
確
認
し
て
み
る

と
、
全
体
的
に
は
秋
・
冬
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
収
穫
期
と
の
関
係
の
大
き

い
様
子
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
春
・
夏
に
支
出
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
比
較
的
多

い
の
は
、
香
箱
代
や
、
鍛
冶
、
袍
の
誂
え
へ
の
支
払
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
商
品
の
購

入
と
い
う
よ
り
も
作
料
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ほ
か
に
見
ら
れ
る
作
料
の
用
途
と
合
わ
せ
て
、
後
に
詳
し
く
触
れ
た
い
。

続
い
て
銀
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
も
年
代
に
よ
る
変
化
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
様
子

は
な
い
。
た
だ
し
全
体
的
な
傾
向
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
一
五
九
〇
年
代
に
な
る
と

使
用
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
金
に
取
っ
て
代
わ
る
様
子
が
窺
え
よ
う
。
例
え
ば

｢

宇
治
山
田
宗
奴

(

好)

例
年
遣
壺
、(

中
略)

去
年
茶
之
代
未
相
渡
之
、
四
石
五
斗
也
、
只

今
銀
子
一
枚
遣
之
、
樽
代
弐
十
疋
・
五
明
二
本
遣
之
、｣

(

�)

と
あ
り
、
米
建
て
で
計
算

さ
れ
た
茶
代
に
つ
い
て
、｢

只
今｣

は
銀
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
銀
の
使
用
が
普
及

し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
事
例
と
い
え
よ
う

(

�)

。

最
後
に
銭
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
金
と
同
じ
く
、
一
五
九
〇
年
代
に
入
る
と
使

用
頻
度
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
使
用
事
例
は
ほ
ぼ
路
銭
に
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
常
的
な
取
引
に
お
い
て
銭
を
使
用
す
る
場
面
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

た
だ
し
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

富
少
路
秀
直
へ
薬
料
参
百
疋
、
以
使
者
書
状
申
遣
了
、
銀
子
壱
枚
青
銅
五
百
疋
ニ

取
替
了
、
喜
介
・
六
於
京
都
調
之
、
弐
百
疋
相
渡
之
、
三
百
疋
ハ
直
富
少
路
持
遣

之

(

�)

、
こ
れ
に
よ
る
と
、
あ
え
て
銀
一
枚
を
銭
五
〇
〇
疋
に
両
替
し
、
そ
れ
を
薬
代
と
し

て
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
に
あ
る
二
〇
〇
疋
と
三
〇
〇
疋
の
内
訳
に

つ
い
て
は
解
釈
が
難
し
い
も
の
の
、
銀
一
枚
を
両
替
し
た
合
計
五
〇
〇
疋
は
す
べ
て

同
一
人
物
で
あ
る
富
小
路
秀
直
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
場
合
は
受
領
す
る
側
か
ら
銭
で
の
支
払
要
求
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
そ

の
た
め
あ
え
て
銀
を
両
替
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
金
・
銀
・
銭
・
米
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
手
持
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表５ 商取引における貨幣使用事例
年月日 内容 種別 備考

天正7.4.17 宇治へ取遣茶壺､ 左馬允 (鈴鹿定継)・横田銀子一枚持遣､ 銀
天正7.8.16 為八木調法､ 小十郎至大津金一両持遣了､ 金

天正8.1.26
至 (松井) 友閑 (安土) 登城､ 囲炉釣物､ 紹碩所持之､ 宗慶釜ト云也､ 自江州
甲賀右府 (織田信長) 被取､ 三万疋被遣友閑云々､

銭
安土城での茶席
細川昭元同席

天正9.8.9 以銀子半枚而､ 下クレ二千三百枚取寄之､ 銀
天正10.12.15 東陽防 (坊､ 長盛) 方へ倚 (囲) 炉□ (之) 縁代銀子十四文目持遣之､ 銀
天正11.1.9 青女出京､ 予出頭之小袖為可見之也､ □ (一ヵ) 面持来了､ [廿七文目] 銀ヵ
天正11.1.10 昨日綾之裏 [モエキ色] 一面取寄之､ [十三文目] 銀ヵ
天正11.閏1.7 出京､ ベニ (紅) 屋宗於所へ罷向､ (中略) 高麗茶碗見之､ 金五枚云々､ 金

天正11.8.19
[筑州 (羽柴秀吉) 湯治之間､ 予下向延引､ 差下使者 (鈴鹿) 喜介､] 龍 (喜
ヵ) 介以書状参百疋遣之､ 直ニ海士 (尼) 崎へ魚物之事申付､ 差下了､

銭
尼崎にて魚物購入し､
秀吉へ贈与

天正11.9.22
賀茂 (岡本) 但馬方へ遣還竹､ 鉢之松持遣､ 先度之笠ヲ結直之､ 然間雇還竹遣
也､ 五十疋遣之､

銭

天正11.11.7 自宇治茶之代取来､ 以金一両悉相済了､ 金
天正12.1.20 茶筅師 [二] 持来､ 十疋遣之､ 銭
天正12.3.28 杉皮十一間取之､ 一間廿五銭宛也､ 銭

天正12.4.19
自 (佐竹) 羽州茶之義申上之間相調､ 此度差下了､ 茶之代今度以金子上来之間､
(鈴鹿) 左馬允ニ持､ 宇治之山田宗好方へ悉渡之､

金

天正12.5.2 重香箱出来､ ナシ地､ 代九斗､ 米

天正12.5.22
自南都銚 (誂) 之風炉三ツ到来､ 神龍院一・侍従一・予一､ 三十疋宛也､ 代即
渡遣了､

銭

天正12.8.27 内裏之南新町ニ面 [ヘイダ (平太)] 在之､ 五十疋ニ所望之､ 雲州牢人也､ 銭
天正12.9.28 備後畳之面 [中ツキ] 六帖召遣了､ 一枚青銅五十疋也､ 銭

天正12.12.27
入夜侍従 (吉田兼治) 各移徙､ 一庄召寄祝粥､ 寺□ (衆ヵ) 二十疋宛持来､ 神
妙院三十疋也､ 内々殿原□ (者ヵ) 十疋□ (宛ヵ)､ 外様殿原 [七人] 三疋､
中間 [七人] 参疋､ 予百疋持遣之､

銭

天正13.8.20 鎧漆師屋へ以六取遣之､ 青銅 [壱貫五百文] 渡遣之､ 銭

天正13.10.29
青女出京､ 民部卿法印 (前田玄以) へ可遣小袖､ 其用意為相調罷出了､ 惣銭家
次青銅十疋出之､ 八貫余在之､

銭

天正14.1.7 因幡堂香水持来､ 十疋遣之 銭
天正14.2.4 銀子一枚持遣､ 下クレ (榑) 四千六百枚田口左介・源三郎取遣之､ 銀

天正14.12.26

銀子二枚 [シヽラ五端､ 壱端弐貫九百文宛也､ 以上十四貫五百文也､ 銀子壱枚
七貫三百文宛也､ 弐枚十四貫六百文渡過也､]､ 銀子壱枚半､ 紅梅壱端八貫文､
白シヽラ壱端三貫文､ 以上拾壱貫文也､ 銀壱枚七貫三百宛､ 弥一方へ渡遣之､
以 (鈴鹿) 喜介悉相済之也､ 以上参枚半渡遣之､

銀

天正14.12.28
朱五両 [百八十 (文脱ヵ)]・龍脳 [一分一朱､ 五百五十]､ 和泉堺商人持来､
取之也､ 宇治山田入道宗好茶之代壱石弐斗四升､ 先度三石､ 以上四石弐斗四升
悉相済之也､

銭・米

天正15.2.8
(鈴鹿) 喜介京へ遣､ 雁 [一] 取之､ 六十疋､ 稲葉勘右衛門 (重通) へ先度之
為礼､ 可遣之用意也､

銭

天正15.2.24 薬院へ遣使者 [六]､ 壺七枚ニ相調､ 唯今悉渡之､ 請取之由使者申訖､ 金

天正15.3.26
八木算用状到来､ 残廿五石預 (余ヵ) 之由申上訖､ 今度於丹後八木令沽却､ 青
銅弐千疋人夫三人持上之､ (大塚) 源二悉皆令馳走訖､

米・銭 丹後米沽却

天正15.8.3 茶屋与一菓子・茶持来､ 十疋遣之､ 銭

天正15.8.5
鞍馬炭千俵召寄畢､ (中略) 代四石悉相渡之､ 定遣三石渡之､ 左京助壱石余渡
遣了､

米

天正15.9.15
両政所御礼進物調之､ (中略) 白シヽラ弐貫五百文､｣ ヌキ白三貫､ 以喜介如雲
方之取寄代等相渡之､

銭

天正15.11.17 八木壱石､ 六取次渡之､ [京綿屋へ返遣也､] 左馬允箸之代方・宿灰入之代相済了､ 米
天正15.11.17 錦二端出来､ 平右衛門尉持来､ 一端壱斗三升 米
天正15.12.6 宇治宗好方ヨリ茶代取来､ 弐石渡之､ 三石七斗代也､ 米
天正18.1.27 明日禁裏進上之御菓子養子之､ (中略) 打栗 [五十疋]､ 銭
天正18.2.22 殿下 (豊臣秀吉) 進上之皮衣今日出来､ 取遣之､ 銀子四十目一フン､ 銀

天正18.4.18
宇治山田宗奴(ﾏﾏ)例年遣壺､ (中略) 去年茶之代未相渡之､ 四石五斗也､ 只今
銀子一枚遣之､ 樽代弐十疋・五明二本遣之､

銀・銭 銭は礼の樽代

天正18.5.29
牛 [十疋]､ 兵庫助・源三郎・人足 [四人] 遣訖､ 即請取罷帰也､ (中略) 壱石
五斗不足

銭 牛代､ 壱石五斗不足

天正18.8.27
昨日 [廿六日] 侍従・広橋 (兼勝)・飛鳥井中将 (雅継) 令同道� (施) 薬院
(全宗) へ織色 [ウスカラ] 一巻持参､ (中略) 代弐百疋､

銭

天正18.10.20 茶湯・風呂之代銀子一枚､ 以喜介持遣之､ 銀

天正19.1.4
狩野入道 [宗玖] 方へ扇之代悉相渡之､ 例年弐十疋､ (中略) 右扇之代ハ八木
弐石四斗・代物壱貫七百文 [二十疋､ かけ共､] 悉相渡之､ 相済訖､

銭・米 狩野宛は ｢かけ｣ 共

天正19.1.10 侍従出頭之小袖 (中略) 二百疋調之､ 銭

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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年月日 内容 種別 備考
天正19.1.24 扇屋 (狩野) 宗玖方へ扇之代五十疋､ 以左介持遣之､ 悉相済之､ 一粒も無懸銭､ 銭 ｢懸銭｣
天正19.閏1.29 丁字屋へ箱之代､ 八木参石八斗悉相渡之､ 米
天正19.3.18 冠之代壱貫二百文､ 木村方へ以喜介相渡之､ 相済了､ 銭

天正19.3.21
宇治へ壷ヲ持之差下左馬允､ 去年茶代四貫三百也､ 唯今銀子 [壱枚] 遣之､ 此
代五百疋也､ 七百文加増也､ 其段左馬允申聞了､ 宗好方へ二十疋､ 彦太郎方へ
五明 [五本] 遣之､

銀 銭の替わりに銀

天正19.4.7 町屋韻鐘在之由被申之間､ 即神龍ニ相添使者 [六] 取遣了､ 代弐十疋半也､ 銭

天正19.5.26
塗師屋へ銀子 [十九文目] 以左京助渡遣之､ 代物之分壱貫余渡 [カリル] 也､
八木壱石六斗五升之米下也､

銀・銭・
米

天正19.11.13 及暮喜介自大坂罷下､ 下クレ [七千]・ケタ [五十本]､ 以銀子壱枚相調之､ 銀
天正19.11.25 檜師方へ三石渡之､ 大文字屋へ二石相渡之､ 米 檜師と大文字屋へ支払
天正20.10.21 鞍馬妙蔵フキ板三荷下置之､ [五斗五升] 即相渡之､ 米
天正20.11.14 昨日慶鶴丸小袖之代壱石八斗､ 釜之代 [三斗]､ 自土蔵田口左介相渡之､ 相済了､ 米

文禄1.12.15
民部法印 (前田玄以) 小袖之代弐石六斗五升
孫女 [ミつ] 小袖之代弐石二斗五升
相渡之､ 悉相済了､ 高島へ知行之米五石七斗渡之､ 過分減米也､

米

文禄1.12.15
しろかねや二郎五郎紹心金子壱文目五フン､ 畳之かけ入也､ 今度ワキ指之手間
四斗､ 同以喜介持遣之､

金・米

文禄2.1.8 茶洗 (筅) 師来､ [二] 持来､ 十疋遣之､ 銭
文禄2.1.29 夏袍誂之､ (中略) 銀子 [一枚]・八木 [壱石]､ 銀・米
文禄2.4.10 杉木 [九本]､ 以喜介取遣之畢､ 代十疋､ 銭
文禄2.4.12 宇治へ以左馬允茶壺持遣之､ 例年山田宗好方也､ 銀子壱枚渡遣之､ 去年茶之代也､ 銀

文禄2.4.12
ヤヲヒ方へ金子壱分､ 同五十疋之代ニ金子四フン余六ヲ以テ持遣之､ 短冊・硯
箱マキ絵之料也､

金

文禄2.5.3
藤右衛門督 (高倉永孝) へ夏袍染之仕立之義申訖､ (中略) 今日出来､ (中略)
八木壱石､ 袍之地之方へ渡之､

米

文禄2.5.4 八木五斗二升下京ノカチ釘之代也､ 渡之､ 米
文禄2.6.20 至丹後下向発足､ (中略) 至須知一宿､ (中略) 五十疋・帷 [一] 遣之､ 銭
文禄2.6.24 申刻至須知､ 最前之宿ニ令逗留了､ 五十疋又遣之､ 銭
文禄2.7.21 鞦三懸取之､ 二懸之代八木 [五斗]､ 即相渡之､ 一懸弐十疋喜介方ヨリ相渡之､ 米・銭
文禄2.7.28 申刻予至大坂下向､ 自下鳥羽夜舟也､ (中略) 舟銭 [三十疋] 銭
文禄2.7.30 未明発足､ 宿へ弐十疋遣之､ 銭

文禄2.8.19
富少路秀直へ薬料参百疋､ 以使者書状申遣了､ 銀子壱枚青銅五百疋ニ取替了､
喜介・六於京都調之､ 弐百疋相渡之､ 三百疋ハ直富少路持遣之､

銭 銀を銭に両替

文禄2.9.15 クレ板之事申遣之､ 銀子 [一枚] 民部渡之､ 銀
文禄2.11.30 喝喰砂之衣・銀子 [一枚] 調之､ 銀
文禄2.12.9 京 [三条之] カチ八木 [壱斗五升余] 渡之､ 米
文禄3.2.20 一色権大夫 [香箱之代] 壱斗渡之､ 米
文禄3.2.23 長櫃之金物出来､ カチ持来､ 手間 [六斗八升] 悉渡遣之､ 此外一粒も作料無之､ 米
文禄3.3.11 カチ長櫃之金物之代残今日三斗六升相渡之､ 米
文禄3.3.27 民部宇治へ茶壺持遣之､ 宗好方へ去年之茶之代銀子 [一枚]・当年礼弐十疋遣之､ 銀・銭

文禄3.6.22
鞍馬炭 [大ミヘ] 明日取遣之､ 八木壱石八斗左京助ニ渡之､ 一俵 [一升八合宛
也] 各飯米 [一升宛下用] 渡之､ [卅二人歟]

米 飯米

文禄3.7.25
左京助罷上､ 鮎魚三百六十持罷上也､ ヤナノ魚也､ 昨夜之雨ニ取之､ 仕合能相
調之由申畢､ 代銀子 [二文目二フん]､

銀

文禄3.12.27 カチ火箸 [二] 持来､ 針之代壱斗五升遣之､ 米
文禄3.12.29 狩野宗玖扇 [末ヒロカリ] 出来､ [五斗] 相渡之､ 米
文禄3.12.29 白カ子屋紹心ハヽキ､ 其外色々カケテ壱石持遣之､ 米

文禄4.3.16
於京都下京､ 柄杓立在之由民部申之間取遣之､ (中略) 後刻調之持来､ 代 [二
半､ 銀子]､

銀

文禄4.7.13 冬袍持来､ 銀子五十目､ 新調之也､ 銀
文禄4.7.13 カチ釘二ツヽミ持来之､ 八木五器遣之､ 米

文禄4.7.16
塗師理左衛門尉､ 禁裏御行法之具柱鈴下地之塗之義申付了､ 添 (漆ヵ) 料二文
目相渡之､

銀ヵ

文禄4.8.4 休庵銀子五十目､ 以喜介持遣之､ 冬袍ノ代也､ 銀
文禄4.8.16 青女出京､ 孫女小袖之義也､ (中略) 銀子一枚入目也､ 銀
文禄4.9.23 明日之用意於京都調之､ 喜介・左京助罷出了､ 銀子卅五文目渡之､ 銀
文禄4.11.24 青女出京､ 孫女衣類等調之義也､ 銀子三枚渡遣之､ 銀

文禄4.12.19
当月中姉孫女ミつ､ 為祝義旁令為立了､ (中略) 以銀子壱枚､ 青銅十四貫余調
之､ 今度祝義之用也､

銀・銭 祝儀用途

文禄4.12.20 青女出京､ 今度祝義之調也､ 喜介八木調之､ 五十石､ 金子二枚渡之､ 一枚之分也､ 金・銀
文禄5.6.18 今朝碁盤之代銀子十二文目､ 本因坊へ以喜介持遣之､ 銀

文禄5.6.19
二枚屏風一双､ 絵出来､ 狩野弟子弥七書之､ 秋野草花也､ 下地之銀子七文目､
筆功二百疋・帷一､ 遣之､

銀・銭

文禄5.6.21 塗師此間種々塗物出来､ 青銅百疋遣之､ 銭

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



ち
に
ど
れ
が
あ
る
か
と
い
う
支
払
側
の
事
情
よ
り
も
む
し
ろ
、
受
領
す
る
側
が
ど
れ

を
好
む
か
と
い
う
事
情
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
如

上
の
四
種
の
貨
幣
が
混
在
し
て
流
通
し
な
が
ら
、
支
払
対
象
ご
と
に
使
用
さ
れ
る
貨

幣
が
あ
る
程
度
固
定
化
さ
れ
る
傾
向
が
窺
え
る
の
も
、
受
領
す
る
側
の
意
向
が
強
く

働
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
当
該
期
の
商
取
引
に
お
け
る
貨
幣
授
受
に
つ
い
て
は
、

支
払
側
で
は
な
く
、
受
領
す
る
側
に
貨
幣
の
選
択
に
つ
い
て
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
当
該
期
に
突
如
浮
上
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
五

世
紀
末
期
段
階
に
お
い
て
、｢

悪
銭｣
の
定
義
は
受
領
す
る
荘
園
領
主
の
側
に
そ
の

決
定
権
が
存
在
し
て
い
た

(

�)

。
年
貢
銭
の
授
受
と
い
う
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
授
受
の
関

係
は
対
等
で
は
な
い
点
で
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
受
領
す

る
側
が
貨
幣
の
種
類
を
選
択
す
る
権
利
が
、
戦
国
期
に
か
け
て
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
よ
り
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
ま
ず
は
以
上
の
指
摘
に
留
め
る
こ
と
と
し
た
い
(

�)
。

ほ
か
に
銭
使
用
の
特
徴
的
な
点
は
、
既
に
示
唆
し
た
通
り
、
路
銭
が
あ
る
。
既
に

安
国
良
一
氏
が
指
摘
し
た
通
り

(

�)

、
遠
隔
地
間
の
移
動
を
伴
う
旅
程
で
の
支
払
に
は
、

基
本
的
に
銭
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
傾
向
が
、『

兼
見』

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る

(

表
６
参
照)

。
一
五
九
〇
年
代
に
は
全
体
的
な
銭
の
使
用
頻
度
は
減
少
し
て
い
っ
た

も
の
の
、
路
銭
と
し
て
の
需
要
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
に
引
き
継
が
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

(

２)

貸
借
に
お
け
る
貨
幣
使
用

次
に
貸
借
に
関
す
る
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な

事
例
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

貸
借
の
対
象
と
な
っ
た
貨
幣
は
、
金
・
銀
・
銭
・
米
い
ず
れ
も
事
例
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
に
限
定
さ
れ
て
い
た
り
、
い
ず
れ
か
が
対
象
と
は
な
ら
な

か
っ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
の
頻
度
は
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
り
は
確
認
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
銭
の
貸
借
は
以
下
の
二
件
の
み
で
あ
っ
た
。

ｌ

天
正
一
三
年

(

一
五
八
五)

正
月
二
六
日
条

盛
方
院

(

吉
田
浄
慶)

へ
代
物
弐
百
疋
返
遣
之
、(

中
略)

為
樽
代
借
用
之
、

ｍ

天
正
一
四
年

(

一
五
八
六)

一
一
月
一
三
日
条

未
明
兼

(

吉
田)

有
伊
勢
へ
礼
下
向
了
、(

中
略)

賀
茂
祝
令
馳
走
借
用
之
、(

中
略)

人
夫

三
人
、
六
貫
文
渡
之
、
去
年
之
借
用
弐
貫
五
百
文
、
今
度
返
弁
之
、
以
上
六
貫
文

也
、
兼
有
弐
百
遣
之
、

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
特
徴
を
見
出
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ｌ
の
事

例
に
つ
い
て
は
、
樽
代
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
贈
答
用
途
と
し
て
借
用
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
贈
答
用
途
に
銭
が
使
用
さ
れ
る
頻
度
の
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
こ
の
場
合
は
あ
え
て
銭
を
求
め
る
意
向
が
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ｍ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
参
宮
用
途
の
調
達
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
贈
答
用

途
の
み
な
ら
ず
、
路
銭
と
し
て
銭
を
調
達
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
銭
で
の
貸
借

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
銭
の
貸
借
は
、
そ
の
後
の

用
途
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
日
常
的
な
生
活
用
途
な
ど

に
充
て
る
た
め
に
行
わ
れ
る
貸
借
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外
の
貨
幣
が
対
象
と
な
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
金
・
銀
・
米
の
借
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
借
用
し
た
貨
幣
と
、
返
済
に
充
て

ら
れ
た
貨
幣
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
天
正
一
一
年

(

一

五
八
三)

に
、
下
京
の
商
人
で
あ
る
十
四
屋
隆
正
か
ら
米
を
借
用
し
た
事
例
を
み
る

と
、｢

下
京
十
四
屋
隆
正
先
年
借
米
、
至
当
年
八
石
余
也
、
今
度
以
理
、
金
子
弐
両

令
返
弁
、
悉
相
済
、｣

(

�)

と
あ
り
、
交
渉
の
末
に
八
石
余
の
借
米
を
金
二
両
で
返
弁
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
米
を
借
り
た
も
の
の
金
で
返
済
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

逆
に
、
金
を
借
り
た
も
の
の
米
で
返
済
し
た
事
例
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、｢

盛
方
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( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)53

表６ 貸借における貨幣使用事例
年月日 内容 種別 備考

天正11.10.7
下京十四屋隆正書状､ 鯛一､ 旧借 [八石計] 返弁之儀申了､ 当年悉可相済之
由返事了､

米

天正11.11.9 下京十四屋隆正先年借米､ 至当年八石余也､ 今度以理､ 金子弐両令返弁､ 悉相済､ 金
天正13.1.26 盛方院へ代物弐百疋返遣之､ (中略) 為樽代借用之､ 銭
天正13.3.24 於南豊軒銀子一枚借用之､ 直渡遣之､ 銀

天正13.11.14
当郷検地於相済者､ 方々礼儀在之､ 金子二枚程之入目也､ 此間方々借用之､
於下京安田右近允相調之､ 一枚之分在之､

金

検地の礼のため方々より借用
下京で相調
同月17日条にて方々への礼に
使用か

天正13.12.25
坊城へ八木急可相渡之由切々申来､ 於盛方院金子一枚達而借用之､ 同心持来､
京上下八木相尋之､

金
当郷出目坊城方への支払に
つき｡ 同月21日条参照

天正13.12.28 去六日､ 御清祓下行三石請取之､ 大文字屋弐石渡之､ 米

天正14.11.13
未明 (吉田) 兼有伊勢へ礼下向了､ (中略) 賀茂祝令馳走借用之､ (中略) 人
夫三人､ 六貫文渡之､ 去年之借用弐貫五百文､ 今度返弁之､ 以上六貫文也､
兼有弐百遣之､

銭 吉田兼有伊勢下向費用など

天正14.12.25

去廿二日､ 於勧修寺 (晴豊) 銀子八枚借用之､ (中略) 其外一枚侍従借用之､
九枚之分到来畢､ 出米借銭方へ直ニ可遣之用也､ 亜相以折紙申遣了､
銀子八枚被借下候､ 畏入候､ 来六月中返弁申候ハヽ､ 一枚ニ壱両相添､ 七
月ニ成候ハヽ､ 弐両相添､ 以上九枚六両之分返弁ニ被成其心得､ 御馳走頼
存候､ 猶左馬允 (鈴鹿定継) 可得其意候､ 誠恐謹言､

十二月廿二日 兼有 (見) (花押影)
勧修寺殿

銀 借用状写

天正14.12.26
盛方院へ八木八石余､ 去年金子壱枚借用之為利､ 返弁之､ 此石境内田畠打也､
十四屋方へ五十石余渡遣畢､

米
借金の利分
天正13.12.25条参照

天正14.12.27
十四屋へ出米十六石四斗也､ 銀子三枚持遣之､ 左京助・右近允・平左衛門三
人壱枚､ 五石一斗宛也､ 以上十五石三斗之分相渡之､ 銀三枚之内壱貫目不足
出来､ 未進壱石壱斗､ 銀子壱貫目也､

銀 銀1貫目不足

天正14.12.29

大文字屋へ周超・兵尉 (庫ヵ) 助両人遣之､ 盛方院借米之儀､ 此方ヨリ借状
調遣､ 其理也､ 盛方院金子一枚借用之､ 此度切々日々数度之催促也､ 就而者
盛方院年始之調不弁之間借米也､ 然共盛方ヨリ申分ニテハ､ 大文字屋不同心
之間､ 此方借用之金子ヲ以テ借之由約諾云々､ 次第且以不相聞仕合､ 無分別､
左共盛方種々理之間､ 先以両使相理也､ 可相調段不知之､ 盛方院家中石見・
弥三両人出状､ 金子返弁次第､ 大文字屋へ此方ヨリ調遣状取返､ 可相渡利平
沙汰一切此方不可有其構之由令出状､

金
盛方院と大文字屋の貸借に
つき､ 兼見に金子返弁が要
求される｡

天正15.2.22

金子弐枚借用之事､ 以折紙申遣了､ 案文見ニ左 (ﾏﾏ)
黄金弐枚借｣ 用申候､ 壺相調へ｣ 次第､ 直返進申候､｣
不及御案内｣ 可被引置候､ 恐々謹言､
二月廿二日 吉田三位

兼見 (花押影)
施薬院 [玉床下]

及夜､ 使者 [六] 罷帰､ 金子弐枚持来､ 書状返事在之､
金ニ後藤 (徳乗) 在判 拾両 [天正十五] 後藤

金

天正大判初見？ (詳細は別
稿準備中)
書状冒頭 ｢黄金｣ 箇所に合
点

天正15.2.23
盛方院へ在所惣借用之黄金 [一両]､ 昨日薬院へ借用之金､ 舜蔵主・兵庫助
最前之使也､ 為返弁持遣之､

金
｢在所惣｣ の借金返弁
施薬院より借用の金をもっ
て (大判を分割して使用？)

天正15.2.24

薬院へ遣使者 [六]､ 壺七枚ニ相調､ 唯今悉渡之､ 請取之由使者申訖､ (中略)
即向薬院申礼訖､ 直東陽房へ罷向､ 壺之儀相談､ 随而薬院へ一礼之儀如何､
(中略) 然者板物・シヽラ三端可持参､ (中略) 以誓言斟酌之間不及是非､
(中略) 盛方院へ返弁之金子利平之沙汰申懸､ 不請取之､ (中略) 入夜幽斎へ
為談合遣了､

金

壺を金７枚 (両ヵ) に売却
ヵ
吉田浄慶返弁につき利平あ
るにより受け取らず｡

天正15.2.27
佐竹出羽守為出陣上洛､ (中略) 銀子三枚如何様ニも令馳走､ 借用之儀被申
也､ (中略) 京都方ニ令調法､ 彼使者新八渡遣之了､ 三十疋新八ニ遣之､

銀 使者新八には30疋

天正15.12.21
左馬允遣勧修寺 (晴豊)､ 借用銀子之事申遣了､ [六]､ 薬院 (全宗) へ銀子
之事申遣､

銀 以前借用銀につき

天正15.12.24

勧修寺 (晴豊) へ去年借用之銀子九枚､ 此内侍従 (吉田兼治) 一枚借用之､
同前返之､ 利平弐両付也､ 然者一枚八両利 平也 (欠字ﾏﾏ)､ 已上十枚八両
之返弁也､ 以金子返弁之､ 一枚三分余相渡之､ 悉相済了､ 借状等請取之罷帰
了､ 左馬允・左京助・六､ 三人遣也､

金・銀 銀返済につき金をもって

天正18.8.27
自東国上洛之時路銭弐貫五百文､ 飛鳥井方ニテ借用之､ 今日返弁之日､ 扇
[廿本] 返弁､ 銀子壱枚､ 五貫ハ百文・五十文沽却之､ 右入目渡之､

銀・銭
扇にて返弁
｢百文・五十文沽却之｣

天正19.2.21 去年於施薬院供米 [廿石]､ 今日銀子四枚令返弁之､ 相済､ 銀
米20石代
｢廿日｣とあるが21日の誤りか

天正20.10.6
南豊軒借用之銀子二枚､ 先年一枚返弁､ 唯今一枚以使者 [六] 返済之､ 借用
之書状返来了､

銀

文禄1.12.15 六角主殿允取次之借米三石六斗請取之､ 米

文禄4.7.21
幽斎云､ 唯今伏見より注進､ 与一郎 (細川忠興) 先年殿下之金子百枚借用之､
今度調之令持参之､ 返上､ 太閤御気色ヨシ､ 与一郎ニ被下之由仰云々､

金 宛所は豊臣秀吉

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



院
へ
八
木
八
石
余
、
去
年
金
子
壱
枚
借
用
之
為
利
、
返
弁
之
、｣

(

�)

と
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
の
場
合
は
、
金
一
枚
の
利
子
を
米
八
石
余
で
返
弁
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
代
用
の
関
係
は
、
金
と
銀
と
の
間
で
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
貸
借
の
返
済
手
段
は
売
買
と
は
異
な
り
、
借
り
た
側
の
方
に
返
済
す
る
貨
幣
の

種
別
を
選
択
す
る
権
利
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貸
し
た
側
と
し
て
は
、

ま
ず
は
返
済
を
受
け
る
こ
と
が
第
一
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貸
し
た
貨
幣
と
返
済
す

る
貨
幣
と
が
異
な
る
種
別
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
価
値
が
一
致
す
れ
ば
、
貸
し
た
側

は
受
領
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(

３)

作
料
に
お
け
る
貨
幣
使
用

最
後
に
、
造
営
用
途
や
作
事
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
貨
幣
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

事
例
を
表
７
に
ま
と
め
た
。

一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
米
で
の
支
払
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
例
え

ば

｢

大
工
平
二
郎
脇
障
子
之
手
間
渡
之
、(

中
略)

同
二
郎
三
郎
大
工
飯
米
十
五
人

分
渡
遣
之
、｣

(

�)

と
あ
る
通
り
、｢

飯
米｣

と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

普
請
な
ど
の
際
に
大
工
な
ど
へ
の
作
料
と
し
て
米
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
六

世
紀
前
半
以
前
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
作
料
に
米
を

充
て
る
こ
と
そ
の
も
の
は
、
米
が
貨
幣
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
よ
り
も
、
従
来
の
決

済
手
段
と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
銀
で
の
支
払
事
例
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
一
五
八
〇
年

代
前
半
ま
で
と
一
五
九
〇
年
代
に
確
認
さ
れ
、
一
五
八
〇
年
代
半
ば
頃
に
は
確
認
さ

れ
な
い
。
こ
の
傾
向
に
な
ん
ら
か
の
背
景
が
あ
る
か
ど
う
か
は
明
確
に
し
え
な
い
。

た
だ
し
一
つ
特
徴
的
な
事
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
文
禄
四
年

(

一
五
九
五)

の
段

階
で
は
、｢

塗
師
理
左
衛
門
、
此
中
種
々
細
工
申
付
了
、
六
斗
手
間
也
、
以
前
銀
子

五
文
目
遣
之
、
二
文
目
預
置
之
、
今
度
令
算
用
之
者
四
斗
歟
、｣

(

�)

と
あ
る
よ
う
に
、

一
五
九
〇
年
代
に
は
米
建
て
で
は
あ
る
も
の
の
銀
で
支
払
っ
た
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。

当
該
期
に
お
い
て
全
体
的
に
銀
に
よ
る
支
払
事
例
が
増
加
す
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、

作
料
の
支
払
の
場
面
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ

う
。ま

た
米
で
の
支
払
で
あ
る
以
上
、
当
然
な
が
ら
秋
・
冬
に
か
け
て
の
支
払
が
多
い

の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
普
請
や
作
事
な
ど
が
す
べ
て
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

｢

鍛
冶
石
や
来
、
小
日
記
之
カ
ケ
四
斗
七
升

七
合
、
左
京
助
ニ
申
付
悉
相
渡
候
、
此
外
少
も
カ
ケ
無
之
、｣

(

�)

と
あ
り
、
掛
け
払
い

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
米
の
収
穫
期
で
あ
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
ま
と

め
て
決
済
す
る
、
掛
取
引
が
普
及
し
て
い
た

(

�)

。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
飯
米
と

い
う
名
目
を
有
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
作
事
に
お
け
る
食
糧
と
し
て
支
給

さ
れ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
決
済
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
特

質
を
米
は
備
え
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

小
括

以
上
、
用
途
の
性
格
ご
と
に
分
類
し
な
が
ら
、
貨
幣
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
を
行
っ
た
。
全
体
的
な
傾
向
で
見
た
よ
う
に
、
一
五
九
〇
年
代
に
銀
で
の

支
払
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
用
途
に
応
じ
て
金
・
銀
・
銭
・
米
の
使
い
分
け
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

ま
た
、
売
買
と
貸
借
と
の
間
に
は
、
貨
幣
の
選
択
に
関
す
る
主
導
権
に
違
い
の
あ
っ

た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
売
買
に
お
い
て
は
売
却
側
、
つ
ま
り

貨
幣
を
受
領
す
る
側
に
貨
幣
の
選
択
権
が
存
在
し
、
貸
借
に
お
い
て
は
返
却
側
、
つ

ま
り
貨
幣
を
支
払
う
側
に
貨
幣
の
選
択
権
が
存
在
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
多
種
の
貨
幣
が
流
通
し
て
い
た
一
六
世
紀
後
期
に
特
有
の
も

の
で
あ
る
の
か
、
は
た
ま
た
貨
幣
流
通
の
事
情
に
よ
ら
ず
通
時
代
的
に
認
め
ら
れ
る
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( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)55

表７ 作料における貨幣使用事例
年月日 内容 種別 備考

元亀3.9.1 稲荷大明神之鳥居退転之間､ 可造立､ (中略) 参貫六百文契約也､ 銭
元亀3.11.30 新井石以下悉出了､ 川原者三人八木壱石遣之了､ 米
元亀4.3.23 唯神院殿社壇之事､ 太郎左衛門尉・新左衛門尉申付了､ 銀子一枚下行､ 銀
元亀4.5.3 大工三人金子三両令下行了､ 金

天正10.10.4
瓦師六人来､ 二階台所廊加 (ﾏﾏ) 腰覆悉出来､ (中略) 彼棟梁甚左衛門片衣
袴各百疋遣之､ 以銀子五枚請取之､

銀 100疋分としてヵ

天正10.10.9 壁塗二人来､ (中略) ヲガ (大鋸) 引今日悉出来､ 作料五斗五升､ 三斗遣之､ 米 5斗5升の内3斗ヵ
天正11.12.28 脇差之トキ出来､ 弐十疋遣之､ 銭
天正11.12.30 銀屋 [二郎五郎] 作料七斗二升相渡之､ 筆結弐斗相渡之､ 米 銀屋は金物職人か

天正12.11.19
自丹後幽斎 (長岡藤孝) 書状､ 今度侍従 (吉田兼治) 為作事料合力八木十五
石到来､

米
差出は長岡 (細川) 藤孝
作事料合力として

天正12.12.15
丹後長岡入道 (藤孝) ヨリ八木拾石到来､ 今度作事合力之義也､ 都合廿五石・
青銅五百疋上来也､ (中略) 自丹後八木､ 大工作料方悉渡之､ (後略)

米

天正14.2.6
自下京 [クレヘキ] 三人来､ (中略) 今日悉出来､ 一人之作料八升宛也､ 先
年未下之分有之､ 旁一俵下行了､

米

天正18.7.13
鍛冶 [石や] 来､ 小日記之カケ四斗七升七合､ 左京助ニ申付悉相渡候､ 此外
少もカケ無之､

米 ｢カケ｣ 払の精算

天正19.5.30
明日社頭神供料､ 以聖護院井料悉下行之､ 井料壱石七斗五升請取之､ クレヘ
キニ三人来､ 悉出来､ 作料四斗ハ升也､ 五斗遣之訖､ (中略) 大工 [平二郎]
重硯之作料一俵相渡之､

米 ｢井料｣

天正19.12.28

大工二人太郎左衛門・二郎四郎､ 文庫之手間七石渡之､ 相済了､ 以兵庫助遣
之訖､ 平二郎壱石五斗､ 庭之サキ壁一間之廊加・囲炉高コタツ手間・戸四本
手間､ 悉相済了､ 畳之大工三石相渡之､ 残一石余未下､ 大工吉左衛門 [五斗]
遣之､ 先度倚 (イ) カウ・ツルヘ [二]・箱 [一] 上之､ 依是遣之､

米

天正19.12.29 壁塗二斗遣之､ 米
天正20.10.17 新屋敷台所棟瓦置之､ 瓦師三人来､ 入目壱石下行也､ 米

天正20.10.20
大工作料 [四石]､ 瓦師 [九斗]､ クレヘキ [八斗]､ コケラフキ手間 [二石]､
ヲカ引飯米 [四斗八升]､ 白カナヤ紹心 [五斗]､ 酒 [四斗三升]､ 針之代
[二斗八升]､ 左介・喜介ニ申付悉相渡之､

米 飯米

文禄1.12.14

新屋敷台所作料､ 大工四人・弐百人手間請取之､ 最前四石､ 今日六石相渡之､
相済了､ (中略) 此外大工一人 [二郎三郎]・吉左衛門 [甥也] 十五人手間七
斗五升渡之､ 相済了､ ヲカ引出雲壱石遣之､ 新九郎五斗遣之､ 壁塗弐斗五升､
屏風張二斗五升渡之､ 相済也､ (中略)
四斗五合 板三間 四斗 紹心大脇指 [ツハハヽキ] 等之手間､ (中略) 五
斗一升畳之ヘリ布､ 壱斗五升先度地下中酒之金､ 五升菜 [タコ] 左京助引替
之､ 只今相渡之､ 相済､ 河原者今度井堀 [七人] 弐石・酒 [二か]・肴 [二
色] 下之､

米

文禄1.12.28

大工平二郎脇障子之手間渡之､ (中略) 同二郎三郎 [大工] 飯米 [十五人分]
渡遣之､ 喜介鳥羽ヨリ到来之八木五斗遣之､ (中略) 本所畳取替サウサシ等､
粟田口畳サシ又左衛門弐石渡遣之､ (中略) 未進一粒も無之 [古米一石､ 新
米一石] 渡遣之､ 左京助請取之､ 左介ハカリ渡之､

米 飯米

文禄1.12.30
酒作遣之八木下行之､ 相済､ 酒八木壱石渡之､ (中略) アカ子染チン残弐斗
渡之､ 相済､

米

文禄2.4.9
幽斎立置之土蔵瓦損之間､ 粟田口瓦師甚左衛門尉召寄之申付訖､ 以四石五斗
請取之罷帰也､

米

文禄2.4.30 大工四人別屋之作料二石､ 今日到来之八木二石五斗遣之､ 米
文禄2.8.29 小社造立之作料､ 太郎左衛門尉一俵遣之､ 米
文禄2.10.18 太郎左衛門・二郎四郎作料 [五斗宛] 遣之､ 米

文禄2.12.18
塗師屋 [久二郎女共内縁也] 連々之作料 [三石] 渡遣之､ 塗師之者来而､ ハ
カリ渡之､ 久二郎・左介奉行､ 未進 [六斗八升五合] 在之､

米

文禄3.7.5
大工 [一人､ 平二郎]､ 文挟・硯之台已下申付､ 及晩出来､ [連々作料麦一石
遣之､ 未進也､ 悉相済了､]

※麦

文禄4.1.23 禁裏大壇之塗師来､ (中略) 十三石請取之､ 米

文禄4.2.7
塗師二左衛門尉扇 [二]､ 香箱旧冬内塗直之義申付､ 唯今持来了､ (中略) 銀
子壱分渡之､

銀

文禄4.9.15
大工新左衛門尉入道末子五郎､ 近年為大工衛門尉猶子令在京､ 今度請取之､
大工六七人被召連仕了､ 銀子十枚可遣之由令約諾云々､ 金子一枚相渡之云々､
是も幽斎ヨリ助定之也､

金・銀

文禄4.12.20
塗師理左衛門､ 此中種々細工申付了､ 六斗 [手間也]､ 以前銀子五文目遣之､
二文目預置之､ 今度令算用之者四斗歟､ 但今度別而入精､ 京都日々来也､ 彼
是祝義之間､ 銀子十文目遣之､

銀

文禄5.4.14 仮厩普請申付之､ 出来､ 今度佐竹左近允馬・銀壱枚取之､ 此馬ヲ置也､ 銀

文禄5.7.24
斎場疵 (庇) 午已前出来了､ 大工四人召寄夕食､ 下酒､ 作料三日之分以銀子
遣之､

銀

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

三

一
六
世
紀
末
期
の
悪
銭
問
題

最
後
に
、『
兼
見』

に
見
ら
れ
る
悪
銭
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
表
８
に
、
関
連
記
事
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
一
八
年

(

一
五
九
〇)

か
ら
翌
一
九
年
に
か
け
て
集
中
し

て
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。｢
当
年
殊
更
比
興｣

と
あ
る
こ
と
か
ら

(

�)

、
こ
の
時
期

に
限
定
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
北
政
所
や
禁
裏
周
辺
と
い
っ
た
、
権
力
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
の
贈
答
に

お
い
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
権
力
者
層
間
の
授
受
お
い
て
悪
銭
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
特
異
な
事
態
で
あ
る
。

少
し
時
期
は
降
る
が
、『

多
聞
院
日
記』

に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
事
例
を
確
認

で
き
る
。

伊
賀
十
市
御
上
ヨ
リ
沈
香
三
両
買
下
ヘ
キ
由
、
則
宗
芳
ニ
テ
三
両
百
五
十
文
ニ
取

テ
下
了
、
代
銭
悪
キ
ト
テ
返
ス
間
、
則
伊
賀
へ
返
了
、
米
ニ
テ
二
斗
一
升
渡
済
了
、

(

後
略

(

�))

こ
の
場
面
で
は
、
銭
の
受
領
を
拒
否
し
、
結
局
は
米
で
決
済
を
行
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

な
ぜ
当
該
期
に
銭
の
流
通
に
混
乱
が
生
じ
た
の
か
は
、
現
時
点
で
は
明
確
に
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
の
問
題
で
重
要
な
点
は
、
か
か
る
ト

ラ
ブ
ル
を
画
期
と
し
て
、
一
五
九
〇
年
代
の
貨
幣
流
通
に
変
化
を
及
ぼ
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
期
に

お
い
て
銀
の
使
用
事
例
が
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
銭
の
使
用
事
例
は
比
較
的
少
な

く
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
先
に
見
た
よ
う
に
、
石
田
正
澄
か
ら
の
銭
に
よ
る
祈
祷
料

支
払
に
吉
田
兼
見
が
猛
反
発
し
た
こ
と
も

(

既
述
の
ｊ
の
事
例
参
照)

、
か
か
る
ト

ラ
ブ
ル
の
勃
発
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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表８ 悪銭関連記事一覧
日付 内容 用途

天正18.1.4
金吾殿 (羽柴秀俊) へ御祓・扇 [両金]､ 東殿へ申遣了､ 入夜罷帰､ 大政所殿弐百疋､ 北政所殿三百
疋､ 金吾殿百疋､ 月神之祈祷二百疋､ 東殿百疋､ カウ (孝) 蔵主百疋､ 已上千疋悉悪銭也､ 当年殊更
比興也､

祈祷料

天正18.1.4
神供之事､ 准后 (勧修寺晴子)・長橋殿 (高倉量子)・二位御局・帥御局・民部法印 (前田玄以) 内
儀へ同御祓､ 御乳人へ遣書状 [百疋､ 悪銭也]､

贈答ヵ

天正18.5.16
前田筑州 (利家) 息女殿下 (豊臣秀吉) へ御参､ 殿主ニ御座也､ 連ニ (々ヵ) 祈念之義承之､ (中略)
御樽 [二荷]・二種・八木壱石・御乳人御文､ (中略) 北政所殿弐百疋・スヽシ帷 [一]､ 東殿百疋､
民部法印弐百疋､ 前田内儀百疋､ 京殿八木壱石､ (中略) 代物当月殊更悪銭也､

祈祷料

天正18.9.9
予直ニ大田又介 (太田牛一)､ 在京､ 明日至江州下向､ 旁為見舞罷向､ 百疋遣之､ 惣 (悪) 銭也､ 忠
兵衛五十疋・喜介二十疋､

贈答

天正19.4.22
吉川 (広家ヵ) 申来､ 祈祷廿壱貫弐百請取之､ (中略) 右之代以左京助申遣訖､ 罷帰云､ 半分悪銭也､
中々不相調之由申訖､ 以主殿允吉川使者へ申理了､ 入夜罷帰云､ 既請取之間､ 迷惑之由申訖､

祈祷料

天正19.4.23
早天吉川使者へ申遣而云､ 昨日之代物可返渡､ 御祈祷之物難調之由申遣之処､ 彼使者来而云､ 種々理
令懇望之間､ 半分 [十貫] 分以清銭可相渡之由申之間､ 不及是非許容了､ 千疋彼使者渡遣了､

祈祷料

文禄2.1.1 民部法印内義以喜介神供持遣之､ 弐百疋到来､ 悪物也､ 祈祷料
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従
来
、
一
五
九
〇
年
代
は
金
・
銀
の
貨
幣
使
用
普
及
期
と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し

そ
の
理
由
は
、
当
該
期
に
お
け
る
鉱
山
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
と
り
わ
け
銀
の
流
通

量
が
増
大
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、
悪
銭

の
ト
ラ
ブ
ル
が
与
え
た
影
響
も
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ

れ
は
一
六
世
紀
前
半
か
ら
続
い
た
慢
性
的
な
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
一
五
九

〇
年
頃
の
非
常
に
限
ら
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
突
如
と
し
て
勃
発
し
た
現
象
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
如
上
の
事
実
の
指
摘
に
留
め
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
当
該
期
の
関
連
史
料
を
よ
り
精
査
し
つ
つ
、
深
く
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

『

兼
見』

に
記
さ
れ
た
貨
幣
使
用
記
事
に
注
目
し
て
、
一
六
世
紀
後
半
京
都
に
お

け
る
貨
幣
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
理
解
の
通

り
、
一
五
九
〇
年
代
に
銭
の
使
用
頻
度
は
減
少
し
た
一
方
で
、
銀
の
利
用
が
拡
大
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
貨
幣
流
通
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
が
存

在
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
単
純
に
銀
の
流
通
量
が
拡
大
し
た
た
め
と
も
い
え
な
い
。
当
該

期
に
悪
銭
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
従
来
の
理
解
と
は
異
な
り
、
京
都
に
お
い
て
金
は
む
し
ろ
一
五
八
〇
年
代
に
一

旦
普
及
し
た
も
の
の
、
一
五
九
〇
年
代
に
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
銭
使
用
が
衰
退
し
て
金
・
銀
使
用
が
普
及
す
る
と
い
う
当
該
期

に
対
す
る
一
般
的
な
理
解
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
誤
り
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
単
純

に
両
者
が
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
関
係
に
は
な
か
っ
た
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
依

然
と
し
て
武
家
の
関
わ
る
贈
答
に
お
い
て
銭
が
使
用
さ
れ
続
け
た
り
、
普
請
な
ど
の

作
料
に
米
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
用
途
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
明
確

に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
売
買
に
お
い
て
は
、
高
額
取
引
は
銀
、
少
額

取
引
は
銭
へ
と
性
格
が
分
化
す
る
傾
向
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
近
世
に

お
け
る
貨
幣
流
通
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
一

七
世
紀
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
呈
示

し
た
デ
ー
タ
が
広
く
参
照
さ
れ
つ
つ
、
本
稿
に
対
す
る
大
方
の
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
で
、

結
び
と
し
た
い
。

[

註]

(

�)

以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
、
あ
る

い
は
最
近
の
も
の
と
し
て
、
小
葉
田
淳

『

改
訂
増
補
日
本
貨
幣
流
通
史』

(

刀
江
書
院
、

一
九
四
三
年
、
初
出
一
九
三
〇
年)

、
浦
長
瀬
隆

『

中
近
世
日
本
貨
幣
流
通
史
―
取
引

手
段
の
変
化
と
要
因
―』

(

勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年)

、
本
多
博
之

『

戦
国
織
豊
期

の
貨
幣
と
石
高
制』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年)

、
鈴
木
公
雄
編

『

貨
幣
の
地
域

史
―
中
世
か
ら
近
世
へ』

(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年)

な
ど
が
あ
る
。
研
究
史
等
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
著

『

戦
国
期
の
貨
幣
と
経
済』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

�)

浦
長
瀬
註

(

�)

書
。

(

�)

小
葉
田
註

(

�)

書
。

(

�)

中
島
圭
一

｢

京
都
に
お
け
る

｢

銀
貨｣

の
成
立｣

(『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

報
告』

一
一
三
、
二
〇
〇
四
年)

。

(

�)

田
中
浩
司

｢

一
六
世
紀
後
期
の
京
都
大
徳
寺
の
帳
簿
史
料
か
ら
み
た
金
・
銀
・
米
・

銭
の
流
通
と
機
能｣

(

同
前
誌
所
収
、
二
〇
〇
四
年)

な
ど
を
参
照
。
な
お
、
金
貨
成

立
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

(

	)
田
中
註

(

�)

論
文
。

(


)
浦
長
瀬
註

(

�)

書
、
田
中
註

(

�)

論
文
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
両
氏

の
見
解
は
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
る
。

(

�)
『

兼
見
卿
記』
は
、
元
亀
元
年

(

一
五
七
〇)

か
ら
天
正
一
二
年

(

一
五
八
四)

ま

で
が

｢

史
料
纂
集｣

(

続
群
書
類
従
完
成
会)

に
よ
っ
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
天
正

一
三
年

(

一
五
八
五)
か
ら
同
二
〇
年

(

文
禄
元
年
、
一
五
九
二)

ま
で
は
未
活
字

( ) 一六世紀後半京都における貨幣の使用状況 (川戸)57
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で
あ
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、
天
正
二
・
一

六
・
一
七
年

(

一
五
七
四
・
八
八
・
八
九)

は
欠
落
し
て
い
る
。
文
禄
二
年

(

一
五

九
三)
以
降
は
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
岸
本
眞
実
氏
に
よ
る
翻
刻

(『

ビ

ブ
リ
ア』
一
一
八
〜
一
二
四
・
一
二
六
、
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
六
年)

を
参
照
し
た
。

(

�)

京
都
大
学
近
世
物
価
史
研
究
会
編

『

一
五
〜
一
七
世
紀
に
お
け
る
物
価
変
動
の
研

究』
(

京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
読
史
会
、
一
九
六
二
年)

参
照
。
時
期
や
地
域

に
よ
っ
て
変
動
幅
は
大
き
い
の
で
、
あ
く
ま
で
目
安
と
し
て
考
え
て
い
る
。

(

�)

い
ず
れ
も

『

兼
見』
よ
り
の
引
用
の
た
め
、
史
料
名
は
省
略
す
る
。
以
下
同
じ
。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
九
年

(

一
五
九
一)

四
月
二
三
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

文
禄
三
年

(

一
五
九
四)
一
二
月
九
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

文
禄
元
年

(

一
五
九
二)
一
二
月
一
五
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

文
禄
二
年

(

一
五
九
三)

四
月
一
二
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
八
年

(

一
五
九
〇)

四
月
一
八
日
条
。
な
お
、
傍
線
は
筆
者
に
よ

る
。

(

	)

た
だ
し
、
茶
代
が
そ
れ
ま
で
す
べ
て
米
で
支
払
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
表
５
か
ら
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
茶
代
の
支
払
手
段
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

(


)
『

兼
見』

文
禄
二
年

(

一
五
九
三)

八
月
一
九
日
条
。

(

�)

註

(

�)

拙
著
参
照
。

(


)
｢

押
買｣

が
様
々
な
形
で
禁
制
の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
に
、
中
世
に
お
い
て
は
支
払

側
が
比
較
的
優
位
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
解
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
商
取
引
の
場
に
お
け
る
双
方
の
立
場
の
優
劣
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
掘

り
下
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

�)

安
国
良
一

｢

近
世
初
期
の
撰
銭
令
を
め
ぐ
っ
て｣

(

歴
史
学
研
究
会
編

『

越
境
す
る

貨
幣』

青
木
書
店
、
一
九
九
九
年)

。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
一
年

(

一
五
八
三)

一
一
月
九
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
四
年

(

一
五
八
六)

一
二
月
二
六
日
条

(

�)
『

兼
見』

文
禄
元
年

(

一
五
九
二)

一
二
月
二
八
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

文
禄
四
年

(

一
五
九
五)

一
二
月
二
〇
日
条
。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
八
年

(

一
五
九
〇)

七
月
一
三
日
条
。

(

�)

掛
取
引
に
つ
い
て
は
、
�
木
久
史

｢

日
本
中
世
後
期
の
掛
取
引
に
つ
い
て｣

(『

社

会
経
済
史
学』

七
四
―
五
、
二
〇
〇
九
年)

な
ど
を
参
照
。

(

�)
『

兼
見』

天
正
一
八
年

(

一
五
九
〇)

正
月
四
日
条
。

(

�)
『

多
聞
院
日
記』

文
禄
二
年

(

一
五
九
三)

二
月
一
二
日
条
。

[

付
記]

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨

励
費)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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